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Japan Nosocomial Infections Surveillance
(JANIS)

• ５つのサーベイランス部門から構成され、夫々の目標は

–検査部門 (CL)
•全ての臨床材料を対象とした主要な病原細菌の分離率および薬剤耐性状
況の把握

–全入院患者部門（特定薬剤耐性菌感染症部門：ARBI）
•全入院患者を対象に、MRSA, MDRP, VRE, VRSA, および P(I)RSPによる
感染症の罹患率等を把握

–手術部位感染症部門 (SSI)
•幾つかの主要な手術手技における手術部位感染症の発生率の把握

–集中治療室部門 (ICU)
•ICUにおける、(CR-BSI, VAP, UTI) の発生率の把握

–新生児ICU部門 (NICU)
•NICUで発生する感染症の発生率の把握（主としてMRSAなど）

集計では、Cumulative Incidence in simple cumulative methodによる感染率と、
Prevalence（罹患率）を得る。
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1. 医療機関における院内感染対策を支援する
ため、データの整理とベンチマークの作成。

2. JANISには、個々の医療機関における、院
内感染等の発生状況等を監視する機能はない。

3. 医療関連感染対策は、あくまでも医療機関
が当事者としての責任により行なうべき責務。

ボトムアップ ボトムアップ

全体の25%

JANIS事業の目的と性格
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• 負担の軽減
• 収集データ項目の絞り込み
• 既存データの活用
• 自動化・Webデータベース化

• 参加するメリット
o サーベイランス参加証の発行
o 有用な還元情報の作成

o 院内感染対策に関する支援

医療機関にサーベイランスに
参加してもらうためには
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箱髭図(box-and-whisker plot)

菌分離率・感染症発生率など
（%）

この図によりデータの分布状況とともに、赤い点 は、参加施
設の位置を示すため、視覚的に、解析結果を理解しやすい。
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JANISのデータ報告における形式の統一
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医療機関にとって「有用な還元情報」とは？

• 施設間比較
• 「院内感染対策委員会」で資料として使用できる
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主要な薬剤耐性菌による感染症患者の発生率の年間推移が表及びグラフで
表示されます

還元情報 例：全入院患者部門 月報

診療科別・病棟別の薬剤耐性菌による感染症患者数の推移も
表示されます。
病院内における対象感染症患者の分布が把握できます。

6



ARBI 部門（毎月報告）

MRSA

MDRP

PRSP

VRE

VRSA

MRSA

MDRP

Total
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ICU 部門 （6ケ月毎に報告）

VAP

UTI

CR-BSI

全国平均貴施設のデータ
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SSI 部門（6ケ月毎に報告）
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貴施設のデータ 全国との比較

Risk

index
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NICU 部門（年報）

出生時
体重別

出生時
体重別
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<http://www.nih-janis.jp>

NDM-1産生菌
の情報も迅速に
提供
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1. 多剤耐性アシネトバクター

2. KPC-型カルバペネマーゼ産生肺炎桿菌

3. NDM-1型メタロ-β-ラクタマーゼ産生腸内細菌

4. 第三世代セファロスポリン耐性大腸菌等腸内細菌（CTX-M-15産生株、ST131）
＜我が国ではCTX-M-9やCTX-M-14産生株が多い＞

JANIS事業公開情報から見た
多剤耐性グラム陰性桿菌の現状
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我が国におけるイミペネム耐性アシネトバクター
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＜１％

イミペネム耐性大腸菌の国内における状況
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〜１％

イミペネム耐性肺炎桿菌の国内における状況
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セフォタキシム、レボフロキサシン耐性大腸菌の国内における状況
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JANISで把握された国内における傾向

1.イミペネム耐性のアシネトバクターは、2%程度見られる
が、多剤耐性アシネトバクターは、極めて稀

2.イミペネム耐性の大腸菌や肺炎桿菌は、稀（<1%）

3. セフォタキシム耐性大腸菌は10%程度に漸増傾向
その背景として

a.CTX-M-型β-ラクタマーゼ産生株の増加
b.O25:H4,ST131やO86:H18,ST38型株の増加

4. フルオロキノロン耐性大腸菌の増加(30%弱に到達)
その背景として

a.O25:H4,ST131型株の増加
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JANISにおけるサーベイランス
データの精度管理

全体集計の為のデータの精度管理

1. データ提出の督促

2. 疑義データに対する問い合わせ
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2-6 疑義データ 修正の実績

検査 全入院患者 SSI ICU

対象医療機関 564 425 301 138

問い合わせ
メール 159 47 36 34

回答率(％) 44.7 62.5 50.0 34.6

誤データ
計 51 15 9 7

未修正 29 10 5 7

全体集計から除外 25 10 5 7

作業に6月2日から8月27日まで約3カ月を要した。
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JANIS
個々の参加医療機関
における対策支援強化

200床以下の医療機関
への支援強化

JANISデータの自治
体との共有化

データ一般公開の迅速化
解析項目の追加、詳細化

内容
・alert 機能の充実
・2D-CM webの提供

課題（経費、事務局のマンパワー、---）

内容
・ 検査センターの試験結果のデータベース化

課題（データの標準化、経費、事務局のマンパワー、---）

内容
・ 地域別情報の自治体への提供

課題
・ 自治体の要望や理解、協力
・ 経費、事務局のマンパワー、---

内容
・ 自動集計機能の充実と強化
・ 自動データチェック機能の充実と強化

課題（経費、事務局のマンパワー、---）

JANIS事業の充実／強化の方向性と課題
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